
JP 2016-131118 A 2016.7.21

10

(57)【要約】
【課題】バッテリの電極に作用する電気部品の荷重を軽
減する。
【解決手段】ヒュージブルリンクユニット１０（電気部
品ユニット）において、ヒュージブルリンク２１，２２
（電気部品）と、バッテリ１の電極ポスト１ｃ（電極）
に固定されるバッテリ端子３と、バッテリ端子３とは別
体に形成されてバッテリ１に固定されるとともにヒュー
ジブルリンク２１，２２（電気部品）を支持する支持部
材４と、を備え、ヒュージブルリンク２１，２２（電気
部品）は、リンク本体２１１，２２１（電気部品本体）
と、リンク本体２１１，２２１（電気部品本体）から露
出するように導電性金属で形成されてバッテリ端子３を
介して電極ポスト１ｃ（電極）に電気的に接続される給
電端子２１２，２２２と、を備え、支持部材４が、リン
ク本体２１１，２２１（電気部品本体）を、設置面部１
ｂに略直交する直交方向Ｄ１に延在するように支持する
ことを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バッテリが有する設置面部に固定される電気部品と、
　前記バッテリの前記設置面部から突出した電極に固定されるバッテリ端子と、
　前記バッテリ端子とは別体に形成されて前記バッテリに固定されるとともに前記電気部
品を支持する支持部材と、を備え、
　前記電気部品は、電気部品本体と、該電気部品本体から露出するように導電性金属で形
成されて前記バッテリ端子を介して前記電極に電気的に接続される給電端子と、を備え、
　前記支持部材が、前記電気部品本体を、前記設置面部に略直交する直交方向に延在する
ように支持することを特徴とする電気部品ユニット。
【請求項２】
　前記支持部材は、前記直交方向に延びるとともに、互いに対向して開口した一対の溝部
が設けられ、
　前記電気部品本体は、前記一対の溝部に各々が嵌合する一対の突起部が設けられている
ことを特徴とする請求項１に記載の電気部品ユニット。
【請求項３】
　前記支持部材は、前記直交方向に延在するように前記電気部品本体を支持する本体支持
部と、該本体支持部及び前記バッテリ端子から離れた位置に配置されて前記給電端子が固
定される端子固定部と、を備え、
　前記給電端子は、一端が前記バッテリ端子に固定されて他端が前記端子固定部に固定さ
れる接続部材によって前記バッテリ端子に電気的に接続されることを特徴とする請求項１
又は２に記載の電気部品ユニット。
【請求項４】
　バッテリが有する設置面部に固定され、前記バッテリからの電力を、該電力を受けて動
作する回路へと、閾値以上の電流が流れると溶断する可溶体を介して供給するためのヒュ
ージブルリンクと、
　前記バッテリの前記設置面部から突出した電極に固定されるバッテリ端子と、
　前記バッテリ端子とは別体に形成されて前記バッテリに固定されるとともに前記ヒュー
ジブルリンクを支持する支持部材と、を備え、
　前記ヒュージブルリンクは、リンク本体と、該リンク本体から露出するように導電性金
属で形成されて前記バッテリ端子を介して前記電極に電気的に接続される給電端子と、を
備え、
　前記支持部材が、前記リンク本体を、前記設置面部に略直交する直交方向に延在するよ
うに支持することを特徴とするヒュージブルリンクユニット。
【請求項５】
　バッテリに対して電気部品を固定するための固定構造であって、
　前記バッテリは、前記電気部品を設置するための設置面部と、前記設置面部から突出し
てバッテリ端子が固定される電極と、を有し、
　前記電気部品は、電気部品本体と、該電気部品本体から露出するように導電性金属で形
成されて前記バッテリ端子を介して前記電極に電気的に接続される給電端子と、を備え、
　前記バッテリ端子とは別体に形成されて前記バッテリに固定される支持部材が、前記電
気部品本体を、前記設置面部に略直交する直交方向に延在するように支持することを特徴
とする固定構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気部品ユニット、ヒュージブルリンクユニット、及び固定構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、バッテリの電極ポストに固定されるバッテリ端子と、このバッテリ端子に固定さ
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れる電気部品（ヒューズやヒュージブルリンク等）とを備えた電気部品ユニットが知られ
ている（例えば、特許文献１参照）。特許文献１に記載された電気部品ユニットでは、バ
ッテリ端子に立設されたボルトを挿通可能な補強板が設けられ、電気部品は、その電源側
端子が補強板を介してバッテリ端子のボルトと、ナットによって締結されることで、バッ
テリに固定されるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－３７９４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載されたような従来の電気部品ユニットでは、電気部品
がバッテリの電極に固定される構成であるため、電気部品の全荷重が電極に作用すること
となり、電極に対する負荷が大きくなってしまう。
【０００５】
　本発明の目的は、上記のような問題点に着目し、バッテリの電極に作用する電気部品の
荷重を軽減することができる電気部品ユニット、ヒュージブルリンクユニット、及び、電
気部品をバッテリに固定するための固定構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、バッテリが有する設置面部に固
定される電気部品と、前記バッテリの前記設置面部から突出した電極に固定されるバッテ
リ端子と、前記バッテリ端子とは別体に形成されて前記バッテリに固定されるとともに前
記電気部品を支持する支持部材と、を備え、前記電気部品は、電気部品本体と、該電気部
品本体から露出するように導電性金属で形成されて前記バッテリ端子を介して前記電極に
電気的に接続される給電端子と、を備え、前記支持部材が、前記電気部品本体を、前記設
置面部に略直交する直交方向に延在するように支持することを特徴とする電気部品ユニッ
トとなっている。
【０００７】
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の電気部品ユニットにおいて、前記支
持部材は、前記直交方向に延びるとともに、互いに対向して開口した一対の溝部が設けら
れ、前記電気部品本体は、前記一対の溝部に各々が嵌合する一対の突起部が設けられてい
ることを特徴とする。
【０００８】
　また、請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の電気部品ユニットにおいて、
前記支持部材は、前記直交方向に延在するように前記電気部品本体を支持する本体支持部
と、該本体支持部及び前記バッテリ端子から離れた位置に配置されて前記給電端子が固定
される端子固定部と、を備え、前記給電端子は、一端が前記バッテリ端子に固定されて他
端が前記端子固定部に固定される接続部材によって前記バッテリ端子に電気的に接続され
ることを特徴とする。
【０００９】
　上記課題を解決するために、請求項４に記載の発明は、バッテリが有する設置面部に固
定され、前記バッテリからの電力を、該電力を受けて動作する回路へと、閾値以上の電流
が流れると溶断する可溶体を介して供給するためのヒュージブルリンクと、前記バッテリ
の前記設置面部から突出した電極に固定されるバッテリ端子と、前記バッテリ端子とは別
体に形成されて前記バッテリに固定されるとともに前記ヒュージブルリンクを支持する支
持部材と、を備え、前記ヒュージブルリンクは、リンク本体と、該リンク本体から露出す
るように導電性金属で形成されて前記バッテリ端子を介して前記電極に電気的に接続され
る給電端子と、を備え、前記支持部材が、前記リンク本体を、前記設置面部に略直交する
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直交方向に延在するように支持することを特徴とするヒュージブルリンクユニット。
【００１０】
　上記課題を解決するために、請求項５に記載の発明は、バッテリに対して電気部品を固
定するための固定構造であって、前記バッテリは、前記電気部品を設置するための設置面
部と、前記設置面部から突出した電極と、を有し、前記電気部品は、電気部品本体と、該
電気部品本体から露出するように導電性金属で形成されて前記バッテリ端子を介して前記
電極に電気的に接続される給電端子と、を備え、前記バッテリ端子とは別体に形成されて
前記バッテリに固定される支持部材が、前記電気部品本体を、前記設置面部に略直交する
直交方向に延在するように支持することを特徴とする固定構造となっている。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１、請求項４、及び請求項５に記載の発明によれば、バッテリ端子とは別体に形
成されてバッテリに固定される支持部材が、電気部品本体（請求項４にあってはリンク本
体）を、設置面部に略直交する直交方向に延在するように支持する。その結果、電気部品
（請求項４にあってはヒュージブルリンク）の荷重は支持部材によって支えられることと
なるので、バッテリの電極に作用する電気部品の荷重を軽減することができる。
【００１２】
　また、請求項２に記載の発明によれば、電気部品の支持に寄与する一対の溝部が、電気
部品を、前記直交方向に延在するように取り付ける際にガイドの役割を果たす。これによ
り、電気部品の取付け作業における作業性を向上させることができる。
【００１３】
　また、請求項３に記載の発明によれば、支持部材が、本体支持部に加えて、本体支持部
及び前記バッテリ端子から離れた位置に配置されて電気部品の給電端子が固定される端子
固定部を備えている。その結果、電気部品の荷重は、その殆どが、支持部材における本体
支持部と端子固定部とで負担されることとなるので、バッテリの電極に作用する電気部品
の荷重を一層軽減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第１実施形態のヒュージブルリンクユニットを示す斜視図である。
【図２】図１に示されているヒュージブルリンクユニットから第１のヒュージブルリンク
と第２のヒュージブルリンクが外された状態を示す斜視図である。
【図３】図１に示されている第１のヒュージブルリンクを示す図である。
【図４】図１に示されている第２のヒュージブルリンクを示す図である。
【図５】本発明の第２実施形態のヒュージブルリンクユニットを示す斜視図である。
【図６】図５に示されているヒュージブルリンクユニットからヒュージブルリンクが外さ
れた状態を示す斜視図である。
【図７】図５に示されているヒュージブルリンクを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の電気部品ユニット、ヒュージブルリンクユニット、及び固定構造にかかる第１
実施形態について図１～図４を参照して説明する。図１は、本発明の第１実施形態のヒュ
ージブルリンクユニットを示す斜視図である。この図１に示されているヒュージブルリン
クユニット１０は、第１のヒュージブルリンク２１、第２のヒュージブルリンク２２、バ
ッテリ端子３、及び支持部材４を備えている。第１のヒュージブルリンク２１及び第２の
ヒュージブルリンク２２は、バッテリ１が有する設置面部１ｂに固定されるものであり、
本発明にいう電気部品の一例に相当する。バッテリ端子３は、バッテリ１の設置面部１ｂ
から突出した電極ポスト１ｃ（電極）に固定されるものである。そして、支持部材４は、
バッテリ１とは別体に形成されてバッテリ１に固定されるとともに第１のヒュージブルリ
ンク２１及び第２のヒュージブルリンク２２を支持する部材である。
【００１６】
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　図１に示されているヒュージブルリンクユニット１０は、本発明にいう電気部品ユニッ
トの一例に相当するとともに、本発明にいうヒュージブルリンクユニットの一例にも相当
している。また、このヒュージブルリンクユニット１０において、第１のヒュージブルリ
ンク２１及び第２のヒュージブルリンク２２をバッテリ１に対して固定するための構造が
、本発明にいう固定構造の一例に相当する。
【００１７】
　図２は、図１に示されているヒュージブルリンクユニットから第１のヒュージブルリン
クと第２のヒュージブルリンクが外された状態を示す斜視図であり、図３は、図１に示さ
れている第１のヒュージブルリンクを示す図であり、図４は、図１に示されている第２の
ヒュージブルリンクを示す図である。図３及び図４では、図３（ａ）及び図４（ａ）に斜
視図が示されており、図３（ｂ）及び図４（ｂ）に正面図が示されている。
【００１８】
　本実施形態では、バッテリ１は、概ね直方体形状を有している。そして、上面１ａにお
ける任意の角の周辺部が、上面１ａにおける他の部分よりも１段下がっており、その１段
下がった部分が、第１のヒュージブルリンク２１及び第２のヒュージブルリンク２２を設
置するための設置面部１ｂとなっている。この設置面部１ｂには、このバッテリ１から電
力を取り出すための電極ポスト１ｃが突出している。
【００１９】
　電極ポスト１ｃには、次のようなバッテリ端子３が固定される。バッテリ端子３は、概
ね直方体形状に形成され、その長手方向の一端側に電極ポスト１ｃが挿通する電極挿通孔
３１と、その電極挿通孔３１に至る切込み３２が設けられている。また、長手方向の他端
側には、第１のヒュージブルリンク２１及び第２のヒュージブルリンク２２を電気的に接
続するためのボルト３３が立設されている。
【００２０】
　ここで、上記の電極挿通孔３１は、切込み３２の幅を縮めることで縮径されるようにな
っており、バッテリ端子３には、この切込み３２の幅を縮めるための締付けネジ３４が設
けられている。締付けネジ３４が締め付けられると、切込み３２の幅が縮められることで
電極挿通孔３１が縮径される。バッテリ端子３は、電極挿通孔３１に電極ポスト１ｃが挿
通した状態で締付けネジ３４が締め付けられて電極挿通孔３１が縮径されることより、電
極ポスト１ｃに対する機械的な固定と電気的な接続とが行われる。
【００２１】
　また、本実施形態では、バッテリ１に、第１のヒュージブルリンク２１及び第２のヒュ
ージブルリンク２２を支持する支持部材４が固定される。この支持部材４は、樹脂製の支
持部材本体４１と、バッテリ１において互いに直交する２つの外側面それぞれに設けられ
た合計２箇所の被係止部１ｄに係止する２つの係止金具４２と、を備えている。支持部材
本体４１は、バッテリ１の上面１ａと、その上面１ａから設置面部１ｂへと至る段差側面
とにかけて被せられる第１部分４１１と、バッテリ端子３においてボルト３３が立設され
ている他端部を囲むとともに第１のヒュージブルリンク２１及び第２のヒュージブルリン
ク２２が取り付けられる第２部分４１２を備えている。図１に示されているように、第１
のヒュージブルリンク２１及び第２のヒュージブルリンク２２は、この第２部分４１２に
、設置面部１ｂに略直交する直交方向Ｄ１に延在するように支持される。
【００２２】
　第１のヒュージブルリンク２１は、図３に示されるように、リンク本体２１１（電気部
品本体）と、このリンク本体２１１から露出するように導電性金属で形成されて上記のバ
ッテリ端子３を介して電極ポスト１ｃに電気的に接続される給電端子２１２とを備えてい
る。リンク本体２１１は、平面視で概ね長方形の部材であり、２つの回路端子２１１ａと
、２つの可溶体２１１ｂとを備えている。
【００２３】
　給電端子２１２は、支持部材本体４１における第２部分４１２に第１のヒュージブルリ
ンク２１が取り付けられたときにバッテリ１側を向く面の上縁近傍から、この面に略直交
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して突出するように設けられている。給電端子２１２は、導電性金属で板状に形成される
とともに、貫通孔２１２ａが１つ設けられている。
【００２４】
　２つの回路端子２１１ａそれぞれは、導電性金属で板状に形成されるとともに、バッテ
リ１からの電力によって動作する回路に至る不図示のハーネスの端子が接続される。各回
路端子２１１ａには、ハーネスの端子が接続されるボルト２１１ｃが、給電端子２１２の
突出方向とは逆向きに突出するように立設されている。２つの回路端子２１１ａは、ボル
ト２１１ｃの立設面が互いに同一平面をなすとともに、給電端子２１２と直交する方向に
延在するように並べて配置されている。
【００２５】
　２つの可溶体２１１ｂそれぞれは、屈曲した帯状に形成されるとともに、一端が回路端
子２１１ａに接続されているとともに他端が給電端子２１２に接続されている。各回路端
子２１１ａには、バッテリ１からの電流が各可溶体２１１ｂを介して流れる。そして、閾
値以上の電流が流れると可溶体２１１ｂが溶断することで、各回路端子２１１ａの下流側
に過剰な電流が流れることが回避されるようになっている。
【００２６】
　リンク本体２１１では、給電端子２１２、２つの回路端子２１１ａ、及び２つの可溶体
２１１ｂからなる構造物が、絶縁樹脂材料でモールディングされて形成されている。絶縁
性樹脂材料からなる樹脂ハウジング２１１ｄは、給電端子２１２及び各回路端子２１１ａ
の接続面が露出し、かつ可溶体２１１ｂの溶断が視認可能なように窓２１１ｅが設けられ
た状態で、上記構造物の一部を覆い固めている。この樹脂ハウジング２１１ｄは、インサ
ート成形により、上記構造物と一体的に形成されている。樹脂ハウジング２１１ｄにおけ
る溶断視認用の窓２１１ｅには、透明カバー２１１ｆが被せられており、可溶体２１１ｂ
の溶断は、この透明カバー２１１ｆ越しに視認される。また、樹脂ハウジング２１１ｄに
は、各回路端子２１１ａに端子接続されたハーネスが、平面視で長方形を有するリンク本
体２１１の長手方向に沿って配索されるように案内する案内壁２１１ｇが形成されている
。この案内壁２１１ｇにより、支持部材本体４１における第２部分４１２に第１のヒュー
ジブルリンク２１が取り付けられたときに、ハーネスが上記の直交方向Ｄ１に沿うように
配索されることとなる。また、樹脂ハウジング２１１ｄにおける給電端子２１２側の左右
両端縁には、支持部材本体４１における第２部分４１２にこのリンク本体２１１が支持さ
れるための一対の突起部２１１ｈが形成されている。
【００２７】
　第２のヒュージブルリンク２２は、支持部材本体４１における第２部分４１２に第２の
ヒュージブルリンク２２が取り付けられたときに、ハーネスが上記の直交方向Ｄ１に対し
て傾いて配索される点を除いて、第１のヒュージブルリンク２１と略同等な構成を有して
いる。第２のヒュージブルリンク２２は、図４に示されるように、リンク本体２２１（電
気部品本体）と、このリンク本体２２１から露出するように導電性金属で形成されて上記
のバッテリ端子３を介して電極ポスト１ｃに電気的に接続される給電端子２２２とを備え
ている。給電端子２２２は、導電性金属で板状に形成されるとともに、貫通孔２２２ａが
１つ設けられている。
【００２８】
　リンク本体２２１は、給電端子２２２、２つの回路端子２２１ａ、及び２つの可溶体２
２１ｂからなる構造物が、絶縁樹脂材料でモールディングされて形成されている。２つの
回路端子２２１ａそれぞれには、不図示のハーネスの端子が接続されるボルト２２１ｃが
立設されている。絶縁性樹脂材料からなる樹脂ハウジング２２１ｄは、給電端子２２２及
び各回路端子２２１ａの接続面が露出し、かつ可溶体２２１ｂの溶断が視認可能なように
窓２２１ｅが設けられた状態で、上記構造物の一部を覆い固めている。この樹脂ハウジン
グ２２１ｄは、インサート成形により、上記構造物と一体的に形成されている。樹脂ハウ
ジング２２１ｄにおける溶断視認用の窓２２１ｅには、透明カバー２２１ｆが被せられて
おり、可溶体２２１ｂの溶断は、この透明カバー２２１ｆ越しに視認される。また、樹脂
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ハウジング２２１ｄには、各回路端子２２１ａに端子接続されたハーネスを案内する案内
壁２２１ｇが形成されている。この案内壁２２１ｇは、第２のヒュージブルリンク２２で
は、支持部材本体４１における第２部分４１２に第２のヒュージブルリンク２２が取り付
けられたときに、ハーネスが上記の直交方向Ｄ１に対して傾いて配索されるように傾斜し
ている。また、樹脂ハウジング２２１ｄにおける給電端子２２２側の左右両端縁には、支
持部材本体４１における第２部分４１２にこのリンク本体２２１が支持されるための一対
の突起部２２１ｈが形成されている。
【００２９】
　そして、図２に示されているように、支持部材４の支持部材本体４１における第２部分
４１２に、第１のヒュージブルリンク２１の給電端子２１２と第２のヒュージブルリンク
２２の給電端子２２２が固定される端子固定部４１２ａが設けられている。この端子固定
部４１２ａは、バッテリ端子３から離れた位置に配置されており、上記の２つの給電端子
２１２，２２２が固定されるためのボルト４１２ｂが立設されている。
【００３０】
　バッテリ端子３におけるボルト３３の立設部と端子固定部４１２ａとの間には、導電性
金属で帯板状に形成されたバスバ４３が架け渡される。このバスバ４３の一端側にはバッ
テリ端子３のボルト３３が貫通する貫通孔４３１が設けられ、他端側には端子固定部４１
２ａのボルト４１２ｂが貫通する貫通孔４３２が設けられている。
【００３１】
　バスバ４３におけるバッテリ端子３側は、図１に示されているように、貫通孔４３１を
貫通したボルト３３にナット４４が締め付けられることでバッテリ端子３に固定される。
一方、バスバ４３における端子固定部４１２ａ側には、第１のヒュージブルリンク２１の
給電端子２１２、第２のヒュージブルリンク２２の給電端子２２２が重ねられる。そして
、バスバ４３の貫通孔４３２、２つの給電端子２１２，２２２の貫通孔２１２ａ，２２２
ａを貫通した、端子固定部４１２ａのボルト４１２ｂにナット４５が締め付けられること
で、バスバ４３と２つの給電端子２１２，２２２とが共締めされて端子固定部４１２ａに
固定される。このように一端がバッテリ端子３に固定されて他端が端子固定部４１２ａに
固定されるバスバ４３により、２つの給電端子２１２，２２２がバッテリ端子３に電気的
に接続される。
【００３２】
　さらに、図２に示されているように、支持部材４の支持部材本体４１における第２部分
４１２には、第１のヒュージブルリンク２１を支持するために一対の第１溝部４１２ｃ（
一対の溝部、本体支持部）が設けられ、第２のヒュージブルリンク２２を支持するために
一対の第２溝部４１２ｄ（一対の溝部、本体支持部）が設けられている。一対の第１溝部
４１２ｃは、設置面部１ｂに略直交する直交方向Ｄ１に延びるとともに、互いに対向して
開口するように設けられ、一対の第２溝部４１２ｄも同様に設けられている。また、一対
の第１溝部４１２ｃは、第２部分４１２において、端子固定部４１２ａから離れた、２本
のボルト３３，４１２ｂの配列方向と平行な側面に設けられ、一対の第２溝部４１２ｄは
、端子固定部４１２ａから離れた、上記の配列方向と直交する側面に設けられている。
【００３３】
　そして、第１のヒュージブルリンク２１に設けられた一対の突起部２１１ｈが、一対の
第１溝部４１２ｃに上方からスライドして嵌合することで、第１のヒュージブルリンク２
１のリンク本体２１１が、上記の直交方向Ｄ１に延在するように支持される。同様に、第
２のヒュージブルリンク２２に設けられた一対の突起部２２１ｈが、一対の第２溝部４１
２ｄに上方からスライドして嵌合することで、第２のヒュージブルリンク２２のリンク本
体２２１が、上記の直交方向Ｄ１に延在するように支持される。
【００３４】
　以上に説明した本実施形態のヒュージブルリンクユニット１０によれば、バッテリ端子
３とは別体に形成されてバッテリ１に固定される支持部材４における一対の第１溝部４１
２ｃ及び一対の第２溝部４１２ｄが、２つのヒュージブルリンク２１，２２それぞれのリ
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ンク本体２１１，２２１を、設置面部１ｂに略直交する直交方向Ｄ１に延在するように支
持する。その結果、２つのヒュージブルリンク２１，２２の荷重は支持部材４における各
溝部４１２ｃ，４１２ｄによって支えられることとなるので、バッテリ１の電極ポスト１
ｃに作用する２つのヒュージブルリンク２１，２２の荷重を軽減することができる。
【００３５】
　また、本実施形態のヒュージブルリンクユニット１０によれば、２つのヒュージブルリ
ンク２１，２２それぞれの支持に寄与する一対の溝部４１２ｃ，４１２ｄが、各ヒュージ
ブルリンク２１，２２を、上記の直交方向Ｄ１に延在するように取り付ける際にガイドの
役割を果たす。これにより、各ヒュージブルリンク２１，２２の取付け作業における作業
性を向上させることができる。
【００３６】
　また、本実施形態のヒュージブルリンクユニット１０によれば、支持部材４が、一対の
第１溝部４１２ｃ及び一対の第２溝部４１２ｄに加えて、各溝部４１２ｃ，４１２ｄ及び
バッテリ端子３から離れた位置に配置されて各ヒュージブルリンク２１，２２の給電端子
２１２，２２２が固定される端子固定部４１２ａを備えている。その結果、２つのヒュー
ジブルリンク２１，２２の荷重は、その殆どが、支持部材４における一対の第１溝部４１
２ｃ、一対の第２溝部４１２ｄ、及び端子固定部４１２ａで負担される。これにより、バ
ッテリ１の電極ポスト１ｃに作用する荷重を一層軽減することができる。
【００３７】
　次に、本発明の第２実施形態について図５～図７を参照して説明する。尚、第２実施形
態は、端子固定部が設けられておらず、バッテリ端子３にヒュージブルリンクの給電端子
が固定される点が、上述した第１実施形態とは異なっている。以下、第２実施形態につい
て、第１実施形態との相違点に注目して説明する。また、図５～図７では、図１～図４に
示されている構成要素と同等な構成要素については図１～図４と同じ符号が付されて示さ
れており、以下ではそれら同等な構成要素の重複説明を省略する。
【００３８】
　図５は、本発明の第２実施形態のヒュージブルリンクユニットを示す斜視図である。こ
の図５に示されているヒュージブルリンクユニット１５では、バッテリ１に対して固定さ
れる電気部品が、１個のヒュージブルリンク６１となっている。図６は、図５に示されて
いるヒュージブルリンクユニットからヒュージブルリンクが外された状態を示す斜視図で
あり、図７は、図５に示されているヒュージブルリンクを示す図である。
【００３９】
　本実施形態でも、ヒュージブルリンク６１を支持するための支持部材５は、支持部材本
体４１の第１部分４１１に設けられた係止金具４２が、バッテリ１の外側面に設けられた
被係止部１ｄに係止することでバッテリ１に固定される。そして、支持部材本体４１の第
２部分５１２には、図２に示されている端子固定台４１２ａに相当する構成は設けられて
おらず、図２に示されている一対の第１溝部４１２ｃに相当する一対の溝部５１２ｃが設
けられている。
【００４０】
　ヒュージブルリンク６１は、図３に示されている第１のヒュージブルリンク２１と略同
等な構成を有している。即ち、ヒュージブルリンク６１は、リンク本体２１１と給電端子
６１２とを備えている。リンク本体２１１は、図３に示されている第１のヒュージブルリ
ンク２１のリンク本体２１１と同じものであり、ハーネス端子固定用のボルト２１１ｃが
各々に設けられた２つの回路端子２１１ａと、２つの可溶体２１１ｂ（図３参照）とを備
えている。給電端子６１２、２つの回路端子２１１ａ、及び２つの可溶体２１１ｂ（図２
参照）とからなる構造物は、各端子の接続面が露出され可溶体視認用の窓２１１ｅが設け
られつつ樹脂ハウジング２１１ｄに覆われている。窓２１１ｅには透明カバー２１１ｆが
被せられており、可溶体２１１ｂの溶断は、この透明カバー２１１ｆ越しに視認される。
また、樹脂ハウジング２１１ｄには、ヒュージブルリンク６１が支持部材本体４１の第２
部分５１２に支持されるための一対の突起部２１１ｈが設けられている。
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【００４１】
　ここで、本実施形態では、支持部材本体４１の第２部分５１２に設けられた一対の溝部
５１２ｃに、ヒュージブルリンク６１のリンク本体２１１に設けられた一対の突起部２１
１ｈが上方からスライドして嵌合することで、ヒュージブルリンク６１が、設置面部１ｂ
に略直交する直交方向Ｄ１に延在するように支持部材本体４１に支持される。他方、ヒュ
ージブルリンク６１の給電端子６１２がバッテリ端子３に直に固定される。このため、本
実施形態では、給電端子６１２は、図３に示されている第１のヒュージブルリンク２１の
給電端子２１２とは異なり、バッテリ端子３に重ねられる位置に設けられている。そして
、給電端子６１２には、バッテリ端子３のボルト３３が貫通する貫通孔６１２ａが設けら
れ、この貫通孔６１２ａを貫通したボルト３３にナット４４が締め付けられることで給電
端子６１２がバッテリ端子３に固定される。
【００４２】
　以上に説明した第２実施形態のヒュージブルリンクユニット１５では、バッテリ端子３
を介して電極ポスト１ｃにヒュージブルリンク６１の荷重が多少掛かるものの、支持部材
本体４１における第２部分５１２の一対の溝部５１２ｃ（一対の溝部、本体支持部）によ
ってヒュージブルリンク６１の荷重のかなりの部分が分担される。これにより、この第２
実施形態においても、上述した第１実施形態のヒュージブルリンクユニット１０と同様に
、電極ポスト１ｃに掛かるヒュージブルリンク６１の荷重を軽減することができる。
【００４３】
　また、一対の溝部５１２ｃが、ヒュージブルリンク６１を上記の直交方向Ｄ１に延在す
るように取り付ける際にガイドの役割を果たし、ヒュージブルリンク６１の取付け作業に
おける作業性が向上している点も、上述した第１実施形態と同様である。
【００４４】
　尚、以上に説明した２つの実施形態は本発明の代表的な形態を示したに過ぎず、本発明
は、これらの実施形態に限定されるものではない。即ち、本発明の骨子を逸脱しない範囲
で種々変形して実施することができる。かかる変形によってもなお本発明の電気部品ユニ
ット、ヒュージブルリンクユニット、及び固定構造の構成を具備する限り、勿論、本発明
の範疇に含まれるものである。
【００４５】
　例えば、上述した第１実施形態及び第２実施形態では、いずれも、本発明にいう電気部
品の一例としてヒュージブルリンク２１，２２，６１が例示されている。しかしながら、
本発明にいう電気部品はこれに限るものではなく、バッテリ端子を介してバッテリの電極
に電気的に接続される電気部品であれば、例えば単体のヒューズやリレー等といったヒュ
ージブルリンク以外の部品であってもよく、その具体的な態様を問うものではない。
【００４６】
　また、上述した第１実施形態及び第２実施形態では、いずれも、本発明にいう支持部材
の一例として、係止金具４２の係止によってバッテリ１に固定される支持部材４が例示さ
れている。しかしながら、本発明にいう支持部材はこれに限るものではなく、バッテリに
固定されるものであれば、例えばバッテリにネジ止めされるもの等であってもよく、バッ
テリに対する具体的な固定態様を問うものではない。
【００４７】
　また、上述した第１実施形態及び第２実施形態では、いずれも、本発明にいう支持部材
の一例として、ヒュージブルリンク（電気部品）に設けられた一対の突起が嵌合する一対
の溝部を備えた支持部材４が例示されている。しかしながら、本発明にいう支持部材はこ
れに限るものではなく、バッテリ端子とは別体に形成されてバッテリに固定されて、電気
部品における電気部品本体を、バッテリの設置面部に略直交する直交方向に延在するよう
に支持する部材であれば、例えば電気部品本体がネジ止め固定される部材等であってもよ
く、具体的な支持態様を問うものではない。
【００４８】
　また、上述した第１実施形態では、本発明にいう接続部材の一例として、一端がバッテ
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リ端子３に固定されて、他端が、支持部材本体４１における第２部分４１２に設けられた
端子固定部４１２ａに固定されるバスバ４３が例示されている。しかしながら、本発明に
いう接続部材は、これに限るものではなく、端子固定部に固定された給電端子をバッテリ
端子に電気的に接続する部材であれば、例えば端子付きの電線等といったバスバ以外のも
のであってもよく、その具体的な態様を問うものではない。
【符号の説明】
【００４９】
　　１　　バッテリ
　　１ａ　上面
　　１ｂ　設置面部
　　１ｃ　電極ポスト（電極）
　　３　　バッテリ端子
　　４　　支持部材
　　１０，１５　ヒュージブルリンクユニット（電気部品ユニット）
　　２１　第１のヒュージブルリンク（電気部品）
　　２２　第２のヒュージブルリンク（電気部品）
　　４３　バスバ（接続部材）
　　６１　ヒュージブルリンク（電気部品）
　　２１１，２２１　　リンク本体（電気部品本体）
　　２１１ｈ，２２１ｈ　　一対の突起部
　　２１２，２２２，６１２　　給電端子
　　４１２ａ　　端子固定部
　　４１２ｃ　　一対の第１溝部（一対の溝部、本体支持部）
　　４１２ｄ　　一対の第２溝部（一対の溝部、本体支持部）
　　５１２ｃ　　一対の溝部
　　Ｄ１　　直交方向
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